






The Present situation of the Care worker's labor conditions




A b s t r a c t
This arlicle analyses care workers services supply problems to the service users under the operation of the care
insurance law management of some local cities and villages including and the care services workers service
problems of quality and quantity provided by care service workers. At present,socialisation and expertisation of care
service for old people's are becoming a very important problem. But the all care work services is not only supported
by Niigata, socialisation of care work but also by care worker's service supply ethic.
Key words
・diversity of contract of care work services
・care work service workers and the present situation of provided services.











1 9 9 7年介護保険法制度は、その法実施準備
期間をへて2 0 0 0年法の実施をみた。そして、









































































































( 1 )居宅介護サービス費( 2 )特例居宅介護サ
ービス費( 3 )居宅介護福祉用品購入費( 4 )居
宅介護住宅改修費( 5 )居宅介護サービス計画
費( 6 )特例居宅介護サービス費( 7 )施設介護





































































The Present situation of the Care workers's labor conditions and the Contemporary problems
総人口8 5 8 4 6人そのうち6 5歳以上の老年人
口は、2 0 2 7 2人、高齢化率は2 3 . 6％となってお
り老年人口、高齢化率は年々増加の一途をた
どっている。
世帯数別で見るとＫ市全世帯数2 9 4 8 5世帯
の中で高齢者世帯数（6 5歳以上の単身高齢者
世帯、高齢者のみ世帯、高齢者と児童のみ世





介護保険の実施状況としては、2 7 3 6人が要
介護認定を受けている。内訳としては要支援
3 5 4人、要介護１が7 8 2人、要介護２が4 8 4人、
要介護３が3 6 5人、要介護４が3 9 8人、要介護
５が3 5 3人となっている。在宅者数（介護保険




























































































































近年2 8 , 0 0 0人前後で落ち着いている。また、
高齢者人口（6 5歳以上）は昭和6 0年に比べ着
実に増加し、平成1 4年では高齢化率も1 5 . 1％





1 3 . 2％、県全体では1 2 . 9％となっており県平
均より高い。認定者に対する介護サービス利
用者の割合を示す受給率はＡ市では8 1 . 3％、


















2 1 . 6％、県全体では3 1 . 4％となっている。ま
た、特別養護老人ホーム入所待機者は、平成
















































































































































































































































5 5年の9 0 0 8人から、平成1 2年の段階では7 5 3 4
人と減少している。それに伴い世帯数も減少
しており、平均世帯人員は昭和5 5年の4 . 1 7人
から平成1 2年には3 . 7 5人と減少し、核家族化
の進展が我が町でもうかがえるのである。高
齢化の推移を年齢階層別にみると、4 0～6 4歳
は昭和5 5年の3 , 2 5 6人から平成1 2年には2 , 5 9 2人
と減少している。6 5～7 4歳（前期高齢者）は
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昭和5 5年の9 0 6人から平成1 2年には1 , 1 4 3人と
増加、7 5歳以上（後期高齢者）は昭和5 5年の
4 4 4人から平成1 2年には9 5 0人と増加してい
る。高齢化率は当然のように、昭和5 5年の
1 5％から平成1 2年は2 7 . 8％となっている。ま
た全国と比較すると、全国は1 7 . 5％になって











口に占める要介護認定者割合）は、5 . 0 8％、
















































































































































































































































































平成1 5年現在、Ｃ市の総人口は1 3 4 7 5 6人、
そのうち6 5歳以上の人口は、2 7 9 0 3人である。




者数は第一・第二号被保険者を合わせ、4 0 7 9



















































































































































の総人口は約８万5 8 0 0人である。なお、6 5歳
以上の老年人口は2万3 0 0人であり、高齢化率
は2 3 . 6％と４人に１人の割合で、高齢化は全
国平均の約1 0年を先行している。7 5歳以上の






む）では、寝たきり老人が2 6 . 9％、痴呆性老
人を含む準寝たきり老人が3 2 . 5％、虚弱老人



































































































































































































































































































































月額3 , 6 5 4円である。６段階に別れている保険
料の中の第３段階にあたり、本人が市民税非
課税の場合がこれにあたる。割合では第１号
被保険者の5 1％を占めている。次いで多いの
は、第２段階である。世帯全員が市民税非課
税の場合にあたり、2 7％を占めている。
第１号被保険者のうち、平成1 5年５月末の
28
新潟青陵大学紀要 第４号　　2004年３月
介護保険における従事者問題の現状と課題
